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第1章                         概要 

  

就活生にとって、どの企業に入社すべきかということは重要な問題である。個人によ

って企業の良さは違う為、無数にある企業の中から自分に合った企業を探すことは困

難である。誰しも年収や有給取得率が高い好待遇な企業に入社したいはずであるが、

一方で好待遇な企業は総じて人気が高く入社が難しいといえる。そこで、本論文では

待遇の割に就活生からの人気が相対的に低い企業を見つけ出し、そうした企業を穴場

企業として就活生に提示したいと思う。 

 

改めて、本論文においての穴場企業とは、好待遇な割には人気が低く入りやすい企業

のことである。本論文では、好待遇さを測る指標として平均給与・有給取得日数・離

職率・財務指標（純資産や利益剰余金など）を用い、また就活生からの人気度は就活

情報サイトであるマイナビが毎年出している就職企業人気ランキングを用いた。 

 

まずは、就職情報サイトであるマイナビの就職企業人気ランキングに載っている企業

を、ランキングが高い程点数が高くなるようにポイント付けする。そして、そのポイ

ントを先ほどの平均給与・有給取得日数・離職率・財務指標（純資産や利益剰余金な

ど）で最小二乗法により重回帰する。また、平均給与や財務指標については過去何年

かの値から予測される2030年の予測値を用いた。回帰式は次のようになる。 

 

ポイント = a平均給与 + b有給取得率 + ｃ離職率 + … 

 

（a,b,c...は回帰係数） 

 

 

そして、回帰推定によって得られた回帰係数から予測値を再計算して予測によるラン

キングを作成する。予測と真値に乖離があるほど穴場な企業だといえるが、その選出

方法としては 

①オリジナルのランキングと比較してランキングが高い企業を穴場企業とする 

②真の値 ー 予測値 がより大きくなる企業を探して、穴場企業とする 

の2通りで行う。
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第2章  分析手法・結果と解釈 
 

今回調査の際、就職四季報から平均年収、有給取得日数、離職率のデータを、IRbank

から利益剰余率、純資産、売り上げ、営業利益、ROAのデータを2007年から2022年まで

の15年分集めた。前半3つの項目は社員にとってどれだけ好待遇な会社かということを

表す。また、後半6つは会社の安定性、頑健性を表す指標となっている。有給取得率と

離職率以外の7つの項目に関しては今現在の値よりも就職後、将来的にどれだけの値に

なるかの方が重要であるといえるため、既存のデータから2030年の値を指数平滑化に

よって推定している。 

 

 

  

表1 回帰分析結果 

表1より、９つの項目のうち、売り上げは1番目に、利潤率は2番目に、有給取得率は３

番目に、ROAは4番目に推定得点を高くする要因であることが分かった。この表では、

平均年収や純資産、営業利益に関しては推定得点に負の影響を与えてしまうことにな

り、この点からこの分析はあまり信憑性の高いものではないといえる。 
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                  表２ 予測によるランキング 
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                  表３ ランキング上位企業 

表２より、穴場企業順に並べたとき1位は日立製作所、2位は本田技研、3位は村田製作

所 、4位はニトリ、5位は野村総合研究所であることが分かった。また、順位の低い企

業は1位がソ、ニー、2位が伊藤忠、3位がアシックス、4位がニトリ、5位がトヨタ自動

車である。 

表3にあるように、これらの企業の各項目の偏差値を見てみると、穴場企業順に順位の

高い企業、低い企業の売り上げ、利益剰余率、有給取得日数、ROAの偏差値は50前後で

そこまで高くも低くもなく、単純に就活ランキングの順位が高い会社ほど穴場企業順

に並べたときに順位が低く、就活ランキングの順位が低いほど、穴場企業順に並べた

ときの順位が高いといえる。ソニーに関しては売り上げ、有給取得日数に関してはそ

こそこ高い偏差値であるのにもかかわらず、就活ランキングの順位が高いことが原因

で、穴場企業順に並べたときに順位が低いのだと考えられる。 
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第3章  まとめと今後の課題 

 

 

本論文における分析結果では、残差が最大となった日立製作所が一番の穴場企業とい

う結果になった。しかし、係数のt値やp値を見ると余り有意ではないという結果にな

ってしまった。本論文においては穴場企業を就活生に向けて提示するに留まったが、

なぜこれらの企業が穴場企業となっているかについての理由はまだ分かっていないの

で、今後の課題と言える。また、企業の好条件さを表すの指標の選び方、企業の人気

度の測り方、分析手法などに今後の改善の余地があると思われる。  
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